
個人トータル表

男　子 令和4年6月19日 10:40 開始

準決勝

◎ 18 21

69 12 12 56

18 10

21 13

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 4 山 本 赳 勲 5 1 1 0 2 2 島 津 陽 希 - - - - -

5 濱 田 旭 飛 - - - - - 3 讃 井 大 成 0 0 0 0 1 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

* 6 篠 原 迅 13 1 5 0 0 * 7 宮 野 叶 丞 10 2 0 4 2 TeamA 13:56 : 37:19 : : : : : :

7 山村 恭一朗 8 2 1 0 1 * 8 末 永 渚 冴 9 0 4 1 2 TeamB : : 23:26 36:12 : : : : :

8 中 田 晴 也 - - - - - 10 下 拂 太 陽 - - - - -

* 9 山 本 爽 太 4 0 2 0 4 * 11 濱 田 典 也 18 3 3 3 5

10 永 原 京 眞 - - - - - 13 池 田 翔 3 1 0 0 0

11 原 総 一 朗 - - - - - 15 渡 邉 陸 月 - - - - -

* 12 坪 井 遥 生 17 0 6 5 3 17 白 土 柊 - - - - -

13 本 田 蒼 生 0 0 0 0 0 * 22 三 上 仁 4 0 2 0 1

14 安 永 昊 太 郎 0 0 0 0 0 42 林 稜 也 - - - - -

15 梅 田 晄 希 4 0 2 0 3 55 岡 本 海 人 - - - - -

16 髙 橋 悠 汰 0 0 0 0 0 * 75 濱 田 卓 也 9 1 3 0 2

* 17 熊 本 志 叶 18 0 8 2 4 83 原 田 耀 大 - - - - -

18 安達 伊吹樹 0 0 0 0 0 0 細 谷 知 輝 - - - - -

ｺｰﾁ 枝 折 康 孝 0 ｺｰﾁ 川 西 英 昭 0

Aｺｰﾁ 八 色 健 太 Aｺｰﾁ 市川 野乃花

合　　　計 69 4 17 5 13 合　　　計 53 6 9 8 11

　　主審： 橋本恵一

　　副審： 寺田雄一

　　副審： 岸本祥也 戦評： 記録：

１・２Ｐ ３・４Ｐ

﨑家岳

豊浦 2nd 瀬戸内
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得点経過 豊浦 瀬戸内

〔戦評〕

第1Q スタートは豊浦4,5,9,12,17 瀬戸内7,8,11,22,75
豊浦が3-2のゾーンディフェンス、瀬戸内はマンツーマンでスタート。豊浦が激しいディフェンスから流れを掴む。

激しいディフェンスから主導権を奪い、#4、#12を起点にオフェンスを展開しリードを奪う。瀬戸内は豊浦のディ

フェンスに苦しめられながらも、#75、#7の3Pで流れを引き戻す。両者激しいディフェンスの応酬を繰り広げるも、

高確率に4本の3Pを沈めた瀬戸内が18-21と第1Qをリードする。

第2Q豊浦はオールコートプレスをしかける。瀬戸内のターンオーバーを誘発するも、シュートがリングに嫌われ、

流れに乗り切れない。対する瀬戸内も激しいディフェンスで豊浦のオフェンスを苦しめる。抜け出したのは瀬戸

内。#11の連続3Pで22-29と7点のリード。豊浦にこの試合初めてのタイムアウトを取らせる。乗り切れない豊浦も

堅実なディフェンスと#9、#17のリバウンドで流れを徐々に掴みだす。30-33の瀬戸内が3点をリードして前半終

了。

第3Q豊浦#9のジャンプショットで後半試合が動く。瀬戸内は激しいディフェンスから#11の速攻で流れを渡さな

い。両者拮抗した時間が続くが#9、#17の献身的なリバウンドとチームディフェンスで豊浦がリズムに乗る。激し

いディフェンスからの速攻で同点にすることに成功。瀬戸内も#11の3Pで食い下がるも豊浦の勢いを止められな
い。瀬戸内はタイムアウトを請求。タイムアウト後、瀬戸内はゾーンプレスから2-3ゾーンにディフェンスを変更す

るも、流れは変わらず。#17がリバウンドを支配し続け、豊浦がこのクオーター逆転。48-43豊浦リードで、勝負は

第4Qへ。

第4Q両者とも激しいディフェンスを継続するも、#7の3連続シュートで豊浦が流れをつかむ。
瀬戸内は#75を中心にオフェンスを組み立てるもリングに嫌われ得点か伸びない。瀬戸内の激しいディフェンスを

掻い潜り、豊浦#17が連続得点。更にリードを広げる。残り3:48瀬戸内タイムアウトを請求するも流れは変わら

ず。瀬戸内は#8がオフェンスを牽引。このピリオドだけで一人で8得点を奪うも、激しいディフェンスと強靭なリバ

ウンドで豊浦がゲームを支配。69-55で豊浦が決勝へと駒を進めた。
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